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研究成果の概要（和文）：本研究では，ウェブ上で収集可能な多言語ニュース・ブログ・電子掲示板等の文書を情報源
として，多言語での報道内容，関心動向や，意見の分布を分析し，国・文化・言語の間でどのような違いがあるのかを
発見する過程を支援する方式について研究を行った．本研究では，以下の(i)～(iv)の多様な観点における差異に着目
し，各観点における差異を発見する過程を支援する方式を実現した．(i) 一つのトピックの中での詳細な話題・関心事
項の差異．(ii) 国・文化・言語の間の時系列特性の差異．(iii) 書き手の実体験に関する差異．(iv) 賛否・主観の差
異．

研究成果の概要（英文）：In this project, given a collection of multilingual documents available on the Web
, we cross-lingually and cross-culturally compare facts and opinions that are observed in the collected do
cuments. We especially focus on various facets including the following four of (i) to (iv), and realize a 
framework of assisting the process of discovering cross-cultural differences: (i) differences in specific 
issues and concerns within a topic, (ii) differences in time series features, (iii) differences in real li
fe experiences, (iv) differences in opinions.  
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 宇津呂，吉岡は，本研究課題の前身とし
て，基盤(B)「トピックの特性を言語間で比
較・対照分析する多言語ウェブテキストマ
イニングの研究」(代表:宇津呂,H20～22)，
基盤(B)「異なる特徴を持つニュースサイト
を比較対照する世界ニュース分析システム
の研究」(代表:吉岡，H 21～23)において，
ウェブ上の外国語文書における情報爆発と
いう二重の壁を克服するため， 
① システム側は，外国語文書に対して情報
検索・集約技術を適用し，利用者が自力
で言語間の差異に相当する個所を特定す
るために必要な手がかりを提示すること
に徹する． 
② 利用者は，言語間の差異に相当する個所
を特定した後，人手による翻訳結果を参
照して正確な情報を得る． 
というアプローチをとった．そして，各言
語のブログマイニングにおいて既存の検索
エンジンを上回る性能を達成するとともに，
多言語ニュース・ブログにおいて，言語間
の差異に相当する個所を利用者が特定する
過程を支援するプロトタイプ方式を開発し
た． 
 

(2) その一方で，(1)の研究課題において発見
された差異を詳細に分析した結果，その大
部分は，トピックについての詳細な話題・
関心事項，時系列特性，実体験に関する情
報の有無，意見の分布，といった複数の因
子における差異およびその組み合わせに起
因することが判明した．さらに，国・文化・
言語の間の差異に相当する個所の提示にと
どまらず，これらの多様な観点から構成さ
れる複合的因子を特定・類型化し，分かり
やすく利用者に提示することによって，利
用者による差異発見の効率を大幅に改善で
きると確信し，本研究課題を提案するに至
った． 

 
２．研究の目的 
 
本研究では，ウェブ上で収集可能な多言語ニ
ュース・ブログ・電子掲示板等の文書を情報
源として，多言語での報道内容，関心動向や，
意見の分布を分析し，国・文化・言語の間で
どのような違いがあるのかを発見する過程
を支援する．そのために，以下の(i)～(iv)の
多様な観点における差異を自動で特定・類型
化する技術を実現する． 
  (1) 一つのトピックの中での詳細な話題・
関心事項の差異． 

  (2) 国・文化・言語の間で関心が集中した
時期が異なる，といった時系列特性の
差異． 

  (3) ブログ・掲示板・レビューサイト等に
おける書き手の実体験に関する記述の
有無の差異． 

  (4) 一つのトピック，あるいは，その中で
の詳細な関心事項に対する賛否・主観の
差異． 
宇津呂，吉岡のこれまでの研究では，このよ
うな多様な観点を考慮できておらず，単に，
言語間の差異の候補として検出された個所
を利用者に提示するだけであった．一方，本
研究では，(1)～(4)の各観点における差異を利
用者に提示し，利用者が言語間差異を発見す
る過程を支援する言語間対照分析システム
を作成する．そして，提案方式によって，利
用者による差異発見を促進する． 
 
３．研究の方法 
 
(1) Wikipedia には，多言語トピックモデル
の情報源としては，最大規模のトピック数
を収録しており，新規の流行的トピックへ
の対応も極めて早い．そこで，多言語
Wikipedia の一つのエントリの記述をトピ
ックモデルとみなして，入力文書の記述内
容・詳細な話題を特定する手法の研究を行
う．これまでに，小規模なプロトタイプ方
式を提案済みであるので，これを大規模化
して実装しその有効性を評価する．  
 
(2) 国・文化・言語の間の差異を正確にとら
えるためには，ニュース記事・ブログ記事
等の時間情報を把握し，特定の言語・時期
にのみ観測される特異な話題・関心を特定
することが重要である．そこで，時系列解
析において著名な Kleinberg のバースト解
析モデルと(1)の多言語Wikipediaトピック
モデルを併用して，話題のまとまり単位で
のバースト解析を実現し，各言語特有の時
系列特性をとらえる方式を実現する． 
 
(3) ブログ・掲示板・レビューサイト等を対
象として，書き手の実体験に関する記述の
有無および意見の分布特性を正確に特定す
る手法を確立する． 
 
(4) (1)～(3)の各観点において把握した単言
語でのトピックの特性に対して，言語間の
差異度を定式化する．翻訳資源として
Wikipedia の項目間対訳関係リンク，既存の
対訳辞書を用いる．次に，各観点について
の差異を手がかりとして，利用者が言語間
の差異を発見する過程を支援する言語間対
照分析システムを構築する． 
 
４．研究成果 
 
(1) 広義には同一のトピックについてのニ
ュース記事・ブログ記事であっても，各言
語での記述内容における詳細な話題・関心
事項を正確に特定し，その微妙な差異を言
語間で検出することが重要であるという
知見が得られた．例えば，「臓器移植」の
例では，日本語特有の現象として，ニュー



ス・ブログにおいて，特定の話題「臓器移
植法」への関心が高く，英語ブログ特有の
現象として，「euthanasia(安楽死)」への
関心が観測される．そのため，これらの詳
細な話題・関心の差異の検出が重要な手が
かりとなる．そこで，多言語 Wikipedia の
一つのエントリの記述をトピックモデル
とみなして，入力文書の記述内容・詳細な
話題を特定する手法の研究を行った．この
研究に対して，電子情報通信学会 言語理
解とコミュニケーション研究会より学生
研究賞を授与された． 
 
(2) トピックの俯瞰的分布を表現するため
の数理モデルを実現するために，
Wikipedia を知識源として，「分野トピック
モデル」というトピックモデルの一種を開
発した．これによって，分野の粒度での分
布を表現し，通常のトピックモデルの上位
概念として位置する数理モデルとして利
用することが可能となった．この研究に対
して，情報処理学会データベースシステム
研究会より学生奨励賞を授与された． 
 
(3) 時系列解析において著名なKleinbergの
バースト解析モデルと (1) の多言語
Wikipedia トピックモデルを併用して，話
題のまとまり単位でのバースト解析を実
現し，各言語特有の時系列特性をとらえる
方式を実現した．従来のバースト解析では，
個々のキーワードの時系列特性を独立に
解析するために，話題のまとまりとしての
バーストを自動認識することが困難であ
った．一方，提案方式では，同一話題の文
書集合を同定したうえで，話題単位でバー
ストを検出することを実現した． 
    さらに，バースト時期の類似性，トピッ
クモデルの対訳関係を考慮して，言語間の
対応・差異を定式化した．具体的な分析対
象として，日本語ニュースおよび中国語ニ
ュースを取り上げ，時系列トピックモデル
の推定，および，時系列トピックモデル間
の日中対応を同定する方式を実現するこ
とにより，言語間の差異度を測定した． 
 
(4) トラブルに巻き込まれた実体験者等が
その実体験を語る中で発信する意見・主観
情報の事例を分析し，特徴的な言語表現を
類型化した．具体的には，すでに起こった
被害事象に対してその被害状況を説明す
る表現，および，被害に遭って生じた感情
を説明する表現において特に重要な特徴
があり，実体験と意見との相関の分析に有
効であることを示した． 
また，質問・回答サイトを対象として，
多様なトピックに渡って，実体験の中でも
特に重要性の高いものであるトラブルの
有無の分析を対象として，トピックの特性
を把握する技術について研究を行った．ま
ず，多様なトピックに渡って，トラブルの

実体験に関する記述例を多数収集するた
めに，種となる情報源として，国民生活セ
ンター(消費生活センター)におけるトラ
ブル相談およびトラブル解決策指導事例
のテキストを用いた．そして，一般の相
談・回答サイト中のテキスト集合を対象と
して，相談・回答サイト中のトラブル実体
験相談事例の候補を収集した．次に，意見
表現とトラブル実体験の有無との間の相
関の分析を行い，トピックを横断して両者
の相関を観測することができた． 
 
(5) 実体験の中でも特に重要性の高いトラ
ブルの有無，および，トラブル周辺での関
心事項を対象として，言語間の対応・差異
を分析した．具体的な分析対象として，日
本語および中国語の質問・回答サイトを取
り上げ，特定の話題に関連して，実体験の
有無に関して，言語間でどのような差異が
認められるかを分析する方式を実現した． 
 
(6) 特定の話題に関するコミュニティにお
いて強い関心を持つブロガーを対象とし
て，ブロガーの持つ関心事項・意見を日本
語と中国語の間で比較・対照分析し，差異
の発見を支援する方式を実現した．ここで
は，日中両言語において，大規模にブロガ
ーのブログ記事データを収集するととも
に，両言語でトピックモデルを適用するこ
とにより，ブロガー・コミュニティを作成
し，日中間でコミュニティ比較を行う方式
を実現した． 
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